
参　考
＜中学校・高等学校　指導案形式例＞
第○学年○○科学習指導案
○○○立　○○○○学校　
職　　　氏　　　名　
１　単元名
２　単元の目標
　（指導者の立場で、単元全体の指導を通して、生徒に達成させようとしている目標や狙いを具体的に　記述する。「～を理解させる。」「～を身に付けさせる。」「～を養う。」などの表現を用いる。）
３　単元設定の意図
（１）《生徒観》（学習者に関して、既習事項の定着度、題材に対する知識、技能、態度、その他配慮
　　　　　　　　　すべき事項について記述する。）
（２）《教材観》（取り上げる教材の内容、既習事項との関連、今後の発展性、題材を取り上げる意義、
　　　　　　　　　学習者にとっての必要性等を記述する。）
（３）《指導観》（指導の力点、形態、仮説等を、学習者の実態と単元の系統性を踏まえて具体的に記
　　　　　　　　　述する。）
４　単元の評価規準（各校種・教科等により異なる。各校の評価規準を用いてもよい。）
	
	関心・意欲・態度
	思考・判断・表現
	技能
	知識・理解

	単元の評価規準
※【必須】
	・
・

	・
・

	・
・

	・
・



５　学習計画（指導と評価の計画（全○時間））
	時間
	学習内容・学習活動
	評価規準
	評　価　方　法

	
	
	関
	思
	技
	知
	

	１
	
	
	
	
	
	（評価規準との関連を示すなどして「指導と評価の一体化」を図る学習計画を作成する。）


	２
本
時
	
	
	
	
	
	

	３
	
	
	
	
	
	

	４
	
	
	
	
	
	

	５
	
	
	
	
	
	

	６
	
	
	
	
	
	


６　本時案（本時は全○時間中の○時間目）
（１）目標　（生徒の立場で記述する。本時の学習の最も中心となる目標。この授業を通して、生徒は何が
　　　　　　　　どこまでできるようになればよいのかを簡潔に表す。）
（２）準備
（３）学習過程
	学習内容・学習活動
	予想される学習者の反応
	教師の支援

	◇　生徒の立場で書く。
◇　学習活動を学習過程（場面）に
　従って簡潔に書く。
◇　問題や課題は実線で囲む。
◇　例えば導入であれば、前時の復
　習なのか、既習内容の確認なのか、
　などが分かるように。

１
２
３
４

	◇　生徒の立場で書く。
◇　学習活動に対応させて書く。
　生徒の反応を予想、類型化する。

	◇　指導者の立場で書く。
◇　学習活動に対応させて、支援の
　意図、工夫、手だてなどを具体的
　に書く。
・　生徒が主体的な学習を進める
　ための手だて
・　資料提示の工夫 など



※各校の本時案形式を用いてもよいが、学習過程のどこで評価するかを、「５　指導と評価の計画」と関連付けて枠内に示すこと。【必須】
